
せ
う
、
撫
子
な
ど
が
咲

い
て
ゐ
ま
す
、
で
す

か
ら
私
は
蔭

の
所
に
立

つ
て

ゐ
た

の
で
す
、
私
は
目
を
移
し
て
足
を
見
ま
し
た
す
る
と
、
左

の
足
の
大

腿
部
｜
｜

水

の
當
る
部
分
が
バ
ー

ン
ト

シ
ー
ナ

の
淡

い
彩
色
で
、

そ
の
蔭

影

に
な
る

部
分
は
、
ウ
ヲ
ル
ト
ラ

マ
リ

ン
と
プ
ラ
ツ
シ
ヤ

ン
ブ
リ

ユ
ー
と

の
混
色
が
極

々
、
鮮
明
に
現
は
れ
ま
し
た
、
唯
關
節

の
最
も
大
な

る
陰
影

の
み
が
、
矢
張
強

い
バ
ー

ン
ト

シ
ー
ナ
に
ラ
イ
ト
レ
ツ
ド
の
閃
で
し
た
こ

こ
で
十
分
餘
も
立

つ
て
ゐ
ま
し
た
ら
う
、
向

の
筏
の
上
に
遊
ん
で
ゐ
る
小

供

の
聲
が

ハ
ツ
キ
リ
と
聞
え

ま
す

 

「
あ
の
人
は
何
を
見
て
る
の
だ
ら
う
」

○
今
度
は
向
ひ
岸

に
渡

つ
て
磧
原
に
坐
り

ま
し
た
、
私
の
地
平
線
は

殆

ど

水
面
に
近

い
の
で
す

、

先

の
雲
が

い
つ
し

か
東
に
立

つ
て
、
虚
穹

唯
何
ら

の
妨
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
、
白

日
は
、
意

の
ま
ゝ

に
振
舞

つ
て
ゐ
ま
す
、
碧
潭

一
里
、
水
は
夢

み
る

見
の
笑
顏

の
樣
に
、
小

い
唇
を
動
か
せ
て
ゐ
ま
す
、
蒼
穹

が
靜

な
水

に
移
り
ま
し
た
、
水
面
は
鮮

か
な
パ
ー
プ
ル
で
影
の
部
分
が
バ
イ
オ
レ
ツ

ト

に
彩
ど
ら
れ
ま
し
た
、
波
も
立
た
ず
閃

も
な

い
、
私
は
磧
原
を
東
に
ポ

ツ
ポ
ツ

と
歩
み
か
け
ま
し
た

そ
れ
で
は
筆
を
止
め
ま
す
よ
御
免
｜
｜

（
大
和
、

石
田
桂
雨
）

み
づ

の
い
ろ
い
ろ

 

水
は
外
物
を
假
り

て
、
多
く
趣
を
な
す
、
溢

流
に
橋

の
架
す
る
、
亭
樹

の
水
に
臨
む
、
紅
燈
の
水
に
映
ず
る
、
流
螢

の
水
面
を
飛
ぶ
、
小
艇
の
水

に
泛

ぶ
、
漁
夫
の
綱
を
飜
す
、
兒

童

の
論
を
垂
る
、
水
禽

の
水
を
掠
め
て

飛

ぶ
、
皆
水

に
趣
を
添

ふ
。

 
影

の
水
に
映
じ

て
趣
昧

あ

る
も

の
、

日
く

帆
影

、

曰
く
橋
影
、

曰
く
山

影

、
曰
く
塔

影
、
曰
く
花

影
、
曰
く
月

影

、
曰
く
燈
影

、
曰
く
雲
影

、

日

く
櫻

影
、

曰
く
鳥

影
。

 
聲

の
水
を
渡

り
て
趣

あ
る
も

の
、

曰
く

櫓
聲

、
曰
く
鐘
聲
、
曰
く
絃
聲

、

曰
く
款

乃
、

曰
く
笛
聲

、
日

く
禽
聲

、
曰

く
擣

衣
聲

。

　
夜

雨

一
過
、
街
上

燈
光
滿

地
、
吾

此
光
景
を
愛

す
。

 
夜

水

は
活
氣
な

し
、
唯

だ
燈

影

の
落
村

を
得

て
、
活
氣

あ
り

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
日
本

人
第

五
百
十

七
號
、
市
島
春

樹
）

水
に
う
つ
る
影
に
は
二

通
リ
あ

る

水
の
面
に
は
、
一
つ
の
物
體

が
同
時

に
二
通
り
の
影

に
な

つ
て
映
り
ま
す
。

雨
天
の
日
な
ど
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
・
・
・

否
や
！
・
・

・
・
・
・
・
・

あ
る
の
は
た
し
か
に
あ
る
の
で
ぜ
う
、
け
れ
ど
も
太
陽
の
光
線
が

弱

い
爲

め
に
見
え
ま
せ

ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
て

一
寸
此

の
處
に
、

一
本

の
靑

々
と
し
た
綠

の
木
が
池
邊
に
有

る
と
し

ま
す
と
、
清
く
澄
ん
だ
水

の
面
に
は
見
る
か
ら
涼
し
さ
う
な
靑

々
と
し
た

木

の
影
が
、
漂

ふ
て
居
ま
せ
う
 
 
 
 
 
 
 

普
通
畫

に
は

、
こ
の
影
の
み
し
か
、
か

い
て
有
り
ま
せ
せ
ん
、
然
し
氣
を

よ
く
付
け
て
見
る
と
、
も
ひ
つ
と
影
が
映

つ
て
居
ま
す
、
そ
の
影
は
美
し

く
は
有
り
ま
せ
ん
。

ち
よ
つ
と
見
た
所
で
は
灰
色
を
し
て
居
ま
す
、
こ

の
影
は
、
人
の
影
が
地

面
に
薄
黑
く

つ
う
つ
る
で

せ
う


